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1個 を生かす授業形態の工夫

1主 題設定の理 由

生徒 に,主 体 的に学 習 してい こうとす る意欲 を育 て ることは,学 校教育 の大 きな課題 の一

っで ある。生徒 は,「 学習課題」 に対 して理解を深め,個 性を発揮 し,持 って い る知 識 を生

か し計画を立て,発 見 し,解 決 す ることに大 きな喜 びを感 じるものであ る。

しか し,一 斉指導 で は教 師の一方 的な説 明にな りがちであ る。そ こで は,教 師の意図 す る

ことや最初 に理解 すべ き基礎 的な知識 について,適 切 に把握 をす る生徒 もいれば,誤 って理

解す る生徒 もい る。特 に,主 体的 に取 り組 めば当然一人一 人の生徒 の中に疑問点が生 じる も

ので あるが,そ れに対 して教 師が十分 な対応 を しきれない面 があ る。また,数 学 は累積 性 の

高 い教科 であるたあ,中 学校 段階 にな ると,習 熟 の程度 にかな りの差 が生 じて きて お り,学

習の遅れが ちの もの は主体 的に学 ぶ ことが困難 にな ってい る。 これ らの ことによ り,生 徒 の

学習意欲 がそがれて いる場合 も少な くない。

一方,い わゆ る 「テス トで点を とる」生 徒 の 中 に も,単 に計 算 は速 く正 確 に で きて も,

「なぜその計 算で解決 で きるのか」 とい う意味 や,「 なぜそ の定理 が成 り立っ のか」 とい う根

拠 を理解 せず,そ のため数学的 な見方や考え方 のよさを理解 できない者 も見 られ る。中学 校

の数学 で は,思 考力 を養 うことが必要 である。 そのたあに も,単 なる数学 の解答 テ クニ ック

を覚 え るので はな く,な ぜ そ うな るのか,結 果 を出す までの過程で どのよ うに考 えて い くか

を重視 させて いか な くてはな らない。

そ こで,授 業 において,学 習 した ことを生徒一人一人 の本 当の知識 として身 に付 けさせ て

い くたあ には,教 師の説明 を受 け身的 に聞かせ るだけではな く,そ の学習過程 に生 徒 自身 が

よ り積極 的 に関与 してい くよ うにす ることが必要 とな る。 ここに,教 師が生徒一 人一人 の個

性 を引 き出 し,あ るい は,生 徒 同士 で意見 を出 し合 い,知 恵 を出 し合 うことによって理 解 を

深 め,数 学的 な見方 や考 え方 のよ さを理解 で きるよ うな授業形態 を工夫 す ることの意義 が あ

る。一斉指導 を基本 と しなが らも,そ れだけで は不十分 な点 に対応す るた あに,授 業形 態 の

工 夫 とい う視点 か ら個 を生 かす ことにアプ ロー チ してい こうと本主題 を設定 した。

2研 究のね らい

本研究 で は,生 徒一人一人 が次 の点を満 たせ るよ うに,授 業形態を工夫 し,授 業 を改善 す

る ことをね らいと した。

① 一 人一 人の個性 ・能力 を発揮 で きる。

② 一 人一 人の習熟度 に応 じて主体的 に取 り組 む ことができる。

③ 基礎 的 な概念 や原理 ・法則 が正確 に理解 で きる。

④ 生 徒相互 の関 わ りを通 して,さ らに深 い理解 や発見,創 造 を し,意 欲 を高 め る。

なお,こ れ らによ って数学 的な見方 や考 え方 のよ さを知 り,進 んで活用 す る態度を身 に付

けさせ たい。
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3研 究の 内容

(1)授 業形態 にっ いて

個 を生 かす ための授業形態を考え るうえで,授 業形態を次の3っ に分類 し具体 的な授 業

方法 を考 え実践 してみ た。授業をっ くる うえで重視 した ことは,生 徒が主体的 に取 り組 め

ること,生 徒一人一人が 自分 の考え方を持 ち,発 表で きる機 会をっ くる こと,学 習 した こ

とを 自分 な りに生かす ことがで きる こと,生 徒同士 の関 わ りの中で学習を進 あて い くこと

であ る。以 下 はそのなか のい くつか の実践例 である。

① 一斉 指導…教師 が黒板を背 に生徒 たちに対面 し,全 員一斉 に指導 して い く形態 。教 師 の

解説 や説明 が中心 の講義方式 と,教 師 の指示 と発問 に生徒 が答 えなが ら進 め

てい く話 し合 い方式 に分 れる。一斉指導 を基本 と しなが らも,そ の中で個 を

生 かす形態 を考 えた。

項 目 授業形態 方 法 特 徴

1問

テ ス ト

一斉指導 〔ね らい〕基礎的 な事柄 を自主的 に復 習 さ

せ る

① チ ャイ ムと同時 に数学係 が黒板 に前 時 の

復習 問題 を書 き,用 紙 を配布す る

②各 自問題 を解 く,疑 問点 は近 くの生徒 と

教 え合 ってよい。

③近 くの生徒 と用紙 を交換 し,答 え合わせ

・前時 にや った基本 問

題 なので意欲 的 に で

き,確 認 に もな る

・教 え合 う中で素朴 な

疑 問が出せ る

・生徒 が 自主 的 に活 動

で きる

一 人 あて 一斉指導
〔ね らい〕積極 的に授業 に参加 させ,発 言

しよ うとい う意欲 を引 き出す

①全員 を起立 させ,発 問に対 して挙手 させ

る

② 答え られた生徒 は着席 してい く

・発 問を細 か くし,多

くの生徒 が発言 で き

る機 会をっ くる

・積極 的に発言 す るた

め活 気があ る

② 一斉学習 …生 徒が主導権 を握 って授業 を進 めてい く形態 。教 師は要点 をお さえ る発言 を

す るだ けで,生 徒 が話 し合 いを リー ドす る。

計算練習 一斉学 習 〔ね らい〕進度 に応 じて生徒 を中心 に授業 ・積極 的 に前 に出 るよ

を進 め させ る う にな る

①速 くで きた生 徒が黒板 に途 中の式 を書 き ・や り方 が 分 か らな い

なが ら解 く 場合 も黒板を見なが

② 誤 りの あ る場 合,チ ョー クの色 を変 え て ら理 解で きる

直 して よい ・誤 りを直す中 で,誤

③1回 の授業で前 に出 るの は1回 だ け,誤 りの原因 をお互 いに

りの直 しは何度 出て もよい 理解で きる
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③ グループ学習 …一斉学習 によ る話 し合 い活動 を クラス全員 でな く,幾 っかの小 グル ープ

に分 けて行 う形態 。話 し合 い と同時 に,問 題作 りと解 き合 いを行 うこ と

で生徒一人一 人を生 かそ うと考 えた。

ペア問題 ペ ア学習

C

〔ね らい〕生徒相互 の関 わ りの中で,個 に

応 じて演習 させ る

①教 師が数値 などに一定 の条件 を付 けて生

徒 が問題 を作 り,自 分 で解答 もか く

② とな りの人 と交換 し,問 題を解 く

⑧分か らない ときは解答 を見て もよい,で

きた ら解答 を見比べ る

・問題 を作 ることで学

習 の成果 が生 かせ る

・模範解答 を書 くこ と

で ヒン トを見 る こ と

が で きる

。解答 を見比 べ る中 で

新 たな発見 がで きる

計算練習 グル ー プ

学習C

〔ね らい〕生徒相互の関わ りの中で,個 に

応 じて演習 させ る。

① 用紙 に自分が解 ける問題 を作 り,6分 の

1の スペースに途 中計算 を入 れて解 く

②班員 全員がで きた ら用紙 を回 し,と な り

の人の問題を解 く

③ これを繰 り返 し,最 終 的に 自分 の用紙 を

確認 し,誤 りのあ るもの は班 で相談 す る

・時間 がかか るの で問

題量 は こなせ な い

・で きない時 は前 の人

の解答 を見 て解 くこ

とがで きる

・班 員が作 った問 題 な

どで意 欲的 に解 こ う

とす る

証明演習 グルー プ

学 習B

〔ね らい〕発言 の機会 を増 や し疑 問点 を 出

し合 いなが ら深 く理解 させ る

① ノー トを左右2つ に分 け,片 方 に板書 し

た例題 の証明を写す

② 類題を班 で考え,相 談の上,全 員が 同 じ

証 明が書 けた ら代表者が先生 の チェ ック

を うける

③ 直 したところは代表者 が班員 に徹底す る

・班 の中で リーダー が

中心 とな って教 え合

うことがで きる

・教 え合 いの中で細 か

い点 について も確 認

し徹底 で きる

班代表

あて

グル ープ

学習B

〔ね らい〕基礎 的な事柄 を話 し合 いの 中で

理解 させ る

①班 員 に1～6の 番号 をふ ってお き,番 号

によ ってその生 徒が班代表 と して発 問 に

答 え る

②班 員 は代表 を助 けてかまわない

・班 と して 答 え よ う と

す る た め,教 え 合 う

こ とが で き る

※授業形態の分類 A… 答 えを確認 し合 うことを中心 と した授業形 態

B… 一 人一 人が 自分 の意 見を出 し合 い,相 互 に考 え る授業形態

C… 相互 に問題 を出題 し,演 習す る授業形態
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(2)指 導計 画

① 単元 名

② 本 時のね らい

2年 「一次関数の グ ラフ(傾 きが負の整数 ・分数 の場 合)」

前時の授業 にお いて,傾 きが正の整数 の場合 にっ いて は,様 々 な グ

ラフのか き方があ ることを生 徒の発想 を基 に まとめてあ る。

本時の授 業で は,そ れを基 に傾 きが負 の整数 ・分数 の場合 にっ いて

教 師側か らそれぞれの グラフの意 味 ・特性 を教 え込 むので はな く,生

徒の柔軟 な発想 を大切 に しなが ら導 きだ させ る。

③ 授業の流れ

授業形態 指導内容 学 習 活 動 指導の留意点 ・評価基準

一 斉指導 1問 テ ス ト ・数学係 が前 回の復 習問題 ・あ らか じあ数学 係 に問

一 次関数 の グラ
(y=3κ 一2の グ ラ フ の 作 題 を指示 してお く

フ(傾 きが正 の 成)を1題 出題 し,チ ャ

整数)の か き方 イ ムと同時 に解 き始 め る

の復習 *全 員 がか けて いるか

・教 師の模範解答 で答 え合

わせをす る ・前時 に出 され た様 々 な

か き方 を提示 す る

「 「

① 表を作 り,た くさん点を と り結ぶ

②2点 を と り結ぶ

③ ッ軸上 の 一2の 点(切 片)と 他 の1点 を と

り結ぶ

④y軸 上 の 一2の 点(切 片)と,そ の 点 か ら

κが1増 えyが3増 え る点 をと り結 ぶ

⑤y=3κ(比 例)の グ ラ フを か い て,下 に2

平行に移動する
L」

・ど の よ うなか き方 を し た *ど の か き方 が よ い と い

か,挙 手を し確認 す る う こ とで な く,様 々 な

グ ラ フの か き方 が あ っ

(5分) た ことを確認 で きたか

一 斉指導 一次 関数 の グ ラ ・y=-2κ+3の グ ラ フ を ・プ リ ン トを配 布 す る

フ(傾 きが負 の か く *自 分 の考 え方 を書 け た

整数)の か き方 ・自分 の か き方 を ま とめ る か

ペ ア学 習A ・とな り同士 で答 え合 わせ ・全体 の様子 を見 て とな

を し,分 か らな い部 分 は り同士 で答 え合 わせ を

教 え合 う す ることを指示す る
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一斉指導

(10分)

一斉指導

グループ学 習A

グループ学 習B

一斉指導

一次関数 の グ ラ

フ(傾 きが分数)

のか き方

・答 えを全体で確認す る

・・一 書 ・-4の グ ラ フ を か

き,自 分 のか き方 を ま と

め る

・グ ル ー プ(班)で 答 え 合

わ せ を す る

・班 で ,様 々 な グ ラ フの か

き方 を 発 表 し合 う

・代表例を発表 し,答 え合

わせをす る

・自分の考えが書けなか っ

た生徒 に は必ず考 え を

記入 させ る

*グ ラフを正 しく確認 し

合 い,教 え合 うこ とが

で きたか

*自 分 の考 え方 を書 け た

か

・机間指導 を しなが ら代

表例 となる ものを選 ん

でお く

・全体 の様子 を見 て班 ご

とに答 え合 わせをす る

ことを指示す る

*正 しい グラフを確認 で

きたか

*班 の中で 自分 の意 見 を

発表で きたか

*他 の生徒 のか き方 を理

解で きたか

・3例 ぐらいを前 に 出 さ

せ る

「 「

【代表例】

① 一4の 切片を と り,切 片か ら右 に3,上 に

2移 動 した点を とって直線で結ぶ

② 一4の 切片を と り瀕 き稽 なの でxに3

の倍数を代入 してッの値 を出 し,そ の点 を

と り,切 片 と直線 で結ぶ

③ 帰 ・(比 例)の グラフをか いて,下1・4

平 行 に移動 させ る

L 」

・生徒 に発表 させた もの

を,教 師が板書 し補 足

説明す る
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(20分)

ペ ア学 習C ペア問題

一次 関数 の グ ラ

フのか き方 の問

題演 習

・とな り同士 で一 次関数 の

式か らグラフをかかせ る

問題を作 り,解 き合 い答

え合わせをす る

*分 数係数 で も様 々な グ

ラフのか き方 がで きる

ことを確認 で きたか

・か き方 が分 か った ら,

自分 のか き方を必 ず記

入 させ る

練 習 問 題

ほ　だ一
のグラフを爵きましょう。

「

【手順】

① 条件 にそ って問題を作 る

② 右側 に自分 の作 った問題 の グラフを書 く

③ 半分 に折 って とな りの人 に渡す

④ とな りの人 は,左 側 にグラ フをか き,右 側 と

答 え合わせ をす る

⑤ 分 か らない ときは,教 え合 う

・問題 作 成 に っ いて 条 件

を与 え る

y;αx十bで αは 整 数1

桁 か,分 母 分子 と も1桁

bは+5～-5の 整 数

・プ リ ン ト配 布

1

(12分)

什b覧者

解答

一斉指導

(3分)

・グラフのか き方を挙手 を

して確認す る

様 々な一次 関数

の グラフのか き

方 のま とめ

・いままで学習 して きた一

次関数 の グラフのか き方

をま とめ る

*指 示通 りの問題 が作 成

で きたか

*自 分 の到達 度に応 じた

問題作成 がで きたか

*ペ アの問題 を意欲 的 に

解 けたか

*最 初 のか き方 と変 化 が

表 れたか

。どのか き方 がよ い とい

うことでな く,自 分 な

りの方法 を発見 で きた

か
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(3)授 業 の考察

本 時の授 業 の評価 にあた って,そ れぞれの授業形態での生徒の反応を,評 価基準 に沿 っ

て観察 してみ た。

①1問 テ ス トに よる一斉指導

ここでは,前 時 に学 習 した内容 を確認 で きる基本 的な問題 を,数 学 係 に出題 させた。

それ を生徒 が解 くことによ って,本 時 の学習 内容 が理解 しやす くな った よ うで あ る。 ま

た教師で はな く生徒 が問題 を出す ことによ って,自 主 的に生徒 が取 り組 め た。生徒 の 中

には解 き方 が分 か らず,友 達 に教 えて もらった りす る者 もいた。教 えて も らいなが らも

理解 しよ うとす る雰 囲気 がっ くられた。 また,グ ラフのかき方 も多数 あ り,自 分 な りの

方法で解 けて いた。

これを習慣化す る ことで,チ ャイムとと もに授業を 自主的 に始あ る意識 が持 て る。

② ペ ア学 習A

ペアで答 え合わせす ることによって,よ り細 かな点 まで確認 で きた。 また,授 業 に主

体的 に取 り組 もうとす る意識 を高め ることもで きた。なかには,と なり同士 が男女 であっ

たことやペア学習 の不慣 れか ら,必 ず しもとな り同士 に はな らず,後 ろや斜 めの生 徒 と

確認 したたあ,ペ アが組 めない生徒 も数人 いたが,生 徒 同士 の確認 のため,疑 問点 な ど

を出 し合 いなが ら積極的 に取 り組ん でいた。

③ グル ープ学習A・B

一斉指 導で は
,発 言者 は限 られて しま う。そ こで,グ ループの中 で発言 させ るこ とに

よ って,よ り多 くの生 徒 に発言 させ る機会を与 え ることがで きる。 しか し,今 回の授 業

では,班 員全 員が 自分の考えを発言 で きた訳 で は必ず しもなか った。班 によ って は,男

子女子 に別 れて しま った り,リ ー ダーが班 をま とめ られず,話 し合 いが十 分 に行 わ れ な

か った りもした。答 えの確認 も十分 にで きていない生徒 もいた。 これ は,グ ループ学 習

に入 る以前 において,個 人 の考 えがま とま って いなか ったためと思 われ る。 また,話 し

合 いがで きたい くつか の班 は,分 数係数 のグ ラフのか き方 において,さ まざま な意 見 が

出され,話 し合 うことによ って,理 解を深 めた よ うで あった。

④ ペア学 習C

自分 で問題 を作 った ことや,友 達が作 った問題 を解 くことは,単 に教科書 の問題 を演

習す るよ り,意 欲 的に取 り組む ことにっなが って いた。 これ は,自 分の習熟度 に合 った

問題 を作 れた ことや,自 分の作 った問題 に対す る責任感 があ ったたあと思われ る。 また,

理解 が不十分 な生徒 に とって は,出 題者 が とな りにい ることによ って質 問 しやす か った

よ うで ある。 また,早 くで きたペア は,2題 目に取 りかか って,自 分 たちのペ ースで演

習 を進 めて いた。

本時 の授 業の中 では,何 度 も授業形態 を変え たが,そ れ は,そ の指導内容 に最 もふ さわ

しい と思 われ る ものを取 り入 れた結果 である。教師 も生徒 も,本 時の よ うな授業形 態 に,

まだ慣 れて いな いたあ,戸 惑 ったり,う ま く機 能 しない面 もあったが,今 後,繰 り返 し指

導す ることによ り,生 徒一人一 人の考えを引出 し意 欲を より一層 高あ ることがで きる と思

われる。
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4研 究の ま とめ

研究 のね らいの4点 にそって,生 徒の変容 を中心 にま とめてみた。

① グルー プや ペア学 習 によって,個 人の発言 の機 会を多 く与 えた結果,独 自の発想 を 出 し

合 い,問 題 解決 に生 か して いた。.さらに,数 学 が不得意 な生徒 に対 し得意 な生徒 が教 え る

ことでお互 いに理 解が深 ま り,特 に,教 えた生徒 は表現力 が身 に付 くなど変化がみ られた。

② 問題作 りをす ることで,よ り意 欲的 に問題作成 ・解答 に取 り組み,仲 間 が作 った問題 を

興味 を持 って解 いて いた。 また,計 算練 習での一斉学習 では,黒 板 で解 く生徒,そ の誤 り

を直す生徒,板 書 を参考 に考 え る生徒 な ど,習 熟度 に応 じて取 り組 めた。

③ 「1問 テス ト」「ペ ア学 習A」 「グループ学習A」 で は,簡 単 な計算 の答 え合 わせ や グ ラ

フがか け ることで多数 の生徒 が正解 し,基 礎 ・基本 の定着 に役立 った。

「一 人 あて」で は,自 分 のわか る発問 に対 して挙手 がで きるため,自 信 を持 って発 言 し

て いた。

④ 「グル ープ学習B」 で は,い くっかの グループで疑 問が出され,リ ー ダーを 中心 に話 し

合 い,知 恵 を出 し合 うことによ って理解 が深 まった。

以上 の様 に4っ に分 けたが,相 互 に関係 が深 いこ とがわか った。 この よ うに,授 業形 態 の

工 夫 によ って,生 徒一 人一人 が 自らの発想 を出 し,話 し合 うなかで,数 学的 な見方 や考 え 方

の よさを知 り,自 らの考 えを深 め ることがで きたのではないか 。

5今 後の課題

(1)グ ループ内で出て きた様 々な意見 を全体 の もの とす るために,十 分 に討議を させ,発 表

で きる機会 を与 え,全 体 に浸透 させ る時間 を確保す る ことによって,効 果が上 が ると考 え

る。

(2)グ ループやペア学習 を有効 に機能 させ るたあには,数 学 の授業だ けで な く,他 教科 の授

業 や,学 級 ・学年経営 も考慮す る必要 がある。例えば,話 合いをスムーズに行 うために リー

ダーの育成を した り,数 学独 自の班分 けを試み た りす ることにより,一 層 の効果 が期 待 で

きると思われ る。

(3)学 習す る集団を小 さ くす る ことによ り,生 徒一人一人が同時 に活動 を行 うため,一 人 の

教 師で は,対 応 しきれない場面が 出て くる。そ こで,個 を生か し個 に対 応す るためには,

T・T方 式を研究 ・推進す る ことによ り,効 果的 な授 業が期待で きるので はないか と考 え

る。

(4)個 を生 かす たあの授業形態の工夫 には,十 分な時間を必 要 とす る場合 が多 いため,そ れ

を考慮 した年 間指導計画を作成 す ることが大切 であ ると考 え る。
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ll考 え て い く過 程 の 楽 しさ を知 ろ う

課題学習的な発想を取り入れた授業

1主 題設定の理 由

今回の学 習指導要領 の改訂 において は,教 科 の目標を 「事象を数理 的 に考察す る能力 を 高

め るとともに数 学的 な見方や考 え方の よさを知 り,そ れ らを進んで活 用す る態度を育 て る。」

として,知 識 ・理解や技能 は もとよ り,そ れ らの基 盤 とな る数学 的な見方や考え方 を重 視 し

て い くことをかか げて いる。

しか しなが ら,今 までの取 り組みを振 り返 ってみ ると,「 知識や技 能」 に偏 りが ちで 「見

方 や考 え方」 を重視 した授業 はまだ まだ不十分 で はないだ ろうか。

これまでの授業 で も,各 単 元の導入 では,興 味 ・関心 を持 たせ る工夫 や見方 や考 え方 を育

て る内容 の もの も取 り入 れてい るが,そ の後 の授業 にな ると,知 識 や技能 が中心 とな って展

開 され る ことが多いよ うであ る。基礎 的 ・基本 的な内容 の定着 は図れ るだろ うが,数 学 的 な

見方や考 え方 を育 てて い くうえで は,十 分 でない と思 われ る。

生徒が主体的 に考 え,授 業 に意欲的 に取 り組 めるよ うにす るには,操 作的 な活動 を取 り入

れ た発見的,体 験 的な授業 を通 して,直 観力 や創造力を育成 し,数 学的 な考 え方 が楽 しく身

にっ くよ うな授業 の研究 が必要 であ ると考 えた。具体的 には,操 作的 な活動 を通 して,一 人

一人 に発表 で きる場 を与 え
,個 々の能力 や個性 に応 じて取 り組 めるよ うな授業が もっと必 要

で あると考え,本 主題 を設定 した。

2研 究のね らい

生 徒の個性を生かす指導法 の充実を図 るため,次 の3点 を研究のね らいと した。

① 体験的 な学習,問 題解決的 な学習を通 して,学 ぶ楽 しさを体感 させ る。

② 創 造性を養 うために,多 様 な ものの見方 や考 え方を育成 す る。

③ 一 人一人を活かす よ うな発展 性のあ る教材 を工 夫す る。

3研 究の内容

(1)教 材 について

生徒 は,視 聴覚機器 の発達 とともに,視 覚 的な疑似体験 をす ることが容易 にな っているが,

そのよ うな体験 が多 くな って も,図 形 的な見方 や考 え方 が定着 しに くいようである。例えば,

図形 の証明 で文章表現 を記号 化で きない,三 段論法 にな じあないなどがあげ られ るが,そ れ

以前 の図形 の学習 で図形 を表現 す ることがどの くらい定着 しているのか が話題 にな った,そ

のため,生 徒 に空 間図形 の基本 的な事項 が どの程度定着 しているか を調べ るために 「立 体 の

見取図 とその名称 を書 く。立方体 の切断面 を記入す る。」 とい う2っ の課題 にっ いて実 態 調

査を全学年を対象 に行 った。
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「

(結 果)

・見 取 図 が書 けな い。

・お お ま か に 図形 を と らえ られ な い。

・作 図 が正 確 で な い 。

空間図形 に関す る基礎 が

一一→ 十分定着 して いないと考 え

られ る。

」

この調査結果 か ら,図 形 にっいて考 え ることの楽 しさを体感 させ なが ら,直 観力 を高 あ,

論理的 な思考力 の育 成へっなげてい くに は,ど のよ うな学習が必要 であるかを検討 した。

特 に,空 間図形 の学 習内容 の中で も,立 体を イメー ジす ることやその イメー ジを記述 す る

ことを重視 した。また,い ろいろな空 間図形 の表現方法を通 して,空 間図形 を とらえ表 現 す

る力の育成 が大切 であ ると考 えた。

それ には,見 取 図 ・展 開図 ・投影 図の3っ の基本的 な図形 の表現方法か ら,実 際 に立 体 を

作 るとい う操作 的な活動 を多 く授業 に取 り入れ る ことが,生 徒 の興味 ・関心 を高 あ ると考 え

た。 そのひ とつであ る投影 図を用 い,立 方体 を積 み上 げるとい う比較的取 り組 みやす い操 作

を取 り入 れた授業 を展開 す ることに した。

さ らに,こ の教材 は,空 間図形 の多様 な見方 や考え方を より深め ると同時 に,1年 生 の 図

形 の学習範囲 に とどま らず,通 常 の授業 の延長線上 にあ りなが ら,課 題 学習のね らいを持 っ

た教 材 で もあ る。

これ を課題学習的 な発想 を取 り入 れた授業 と考え,次 の ことに留意 し,研 究 した。

① 年間指導計画 の中に位置づ け,単 元の まとめ,発 展 と して取 り組 ませ る もの。

② 数学的 な知識 ・技能 やアイデアなどが活用で きる もの。

③ 通常 の授業 と相互 に作用 し合 え るもの。

④ どの生徒 に も取 り組 みやす く,視 覚的 な要素があ る もの。

⑤ 操作的 な活動 を通 して,空 間的 な直観力や想 像力 の育成 が図れ る もの。

⑥ 考えて い く過程 の楽 しさを体感で きるもの。

⑦ 発展性が あ り,数 学的 な考 え方がで きるもの。

(2)研 究の経過

① 立体 の見取図,立 方体の切断 につ いて実態調査 を各学年 で実施 し,そ の結果 を検討す る。

② 空間図形 にお ける課題学習の先行研究の調査 をす る。

③ 小学校 ・中学校各学年 での図形領域の指導 内容 との関連 を図 りなが ら,教 材 を設定す る。

④ 投影 図 にっ いて指導案を作成 して,授 業を実践 し,研 究 す る。

⑤ 生 徒の到達度及 び評価 を もとに今後の教 材の発展 を図 る。
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(3)年 間指導計 画

空 間図形 12時 間

「

平面 ・直線 の位置関係

線 や面 を動 か してで きる立体

立体 の投影 図 と展開図

課題学 習的な授業(本 時2時 間扱 い)

「び っくり立方体」

立体 の切断

多面体

2時 間

2時 間

2時 間

2時 間

2時 間

2時 間

本時 を行 うため に,投 影図の授業の流れの なかで,次 の指導 内容 を確認 す る。

ア1方 向また は2方 向,さ らに3方 向か ら見 た

立体 を推測 させ,見 取 図を書 かせ る。

その際,投 影 カー ドとい う教材 を使 う。

(右 の図)

イ 投 影図 の定義 ・用語 の意 味を しっか りと確 認

す る。

ウ 立 方体を組 み合 わせた立体 の投影 カー ドを示

し,そ の立体 の見取 図を書 かせ る。

エ さ らに難 しい課題 を提示 して考 えさせ る。

図面側

図

図

面

面

立

平

(4>指 導案

① 題 目 「び っくり立方体」

② ね らい

・空間図形 は,い ろいろな方法 で表現 されて いる。 その表現方法の ひとっ であ る投影 図 を

通 して,直 観的 な見方 や考え方 を養 い,高 めて い く。

・操作 的な活動を通 して,多 様 な見方や考え方を試行錯 誤を しなが ら,深 めて い く。

③ 本時 の展 開2時 間扱 い

※教材 にっ いての説 明

2×2と は,投 影 カー ドのそれぞれの図にあ る正方形 の立方体 の個 数が,

縦2個,横2個 あ ること。
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指 導 内 容

学習課 題を設定 し,

その課題 に取 り組 ま

せ る。

1を 考 え させ る。

2を 考 え させ る。

学 習 活 動

次 の課題 を考 える

課 題

い くっかの立方体を組 み合わせて作っ

た立体 の投影図 です。 どのよ うに組 み

合 わせて あるか,実 際 に立方体で再現

して みよ う。 また,立 方体 はい くっ 必

要 ですか。

投 影 カ ー ド1

(2×2)

分 か った こと,気 が付 いた ことを記録

す る。

1の 投影 図についての解答 を確認す る。

立方体 の数 を推測 す る。

投 影 カ ー ド2

(3×3)

指導上の留意点

配布 す る もの

※立 方体

一 人 あた り8個

(透 明 ・色付 き)

黒板掲 示用

※投影 カー ド1

状況 に応 じて

「立方体 の数 を減 らす

ことがで きな いか。」

と発 問す る。

立方体 を浮か した状

態 も考 えてよ いとい う

ことを確認 す る。

※記録用紙の配布

※投影 カー ド2

学習形態 を班 に させ

る。

時間 を十分 に取 る。

班の協力 が必要 で あ

ることを確認す る。

机間指導

正 答 は2種 類 ある。
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さらに投影 カー ドの

1辺 の数 を増や した

場合 を考 え させ る。

自己評価 表の記入 を

させ る。

や

拶

、
髄門

砿

嚇菊鑛《

'
兇

げ

曳

∵

釧F
茜

　

ほ

ア

ゆ

.
,

馬

薪

裾

"

雪

撃
・㌍

幽

癖

で きた班 は,い ろいろな方法 を用 いて そ

の解答 を記録 す る。

∫饗
襲

謙

時 間 に余 裕 の あ る班 は,

む。

鍾鱈 噸 駿
,

獅畑_隔 灘

4×4に 取 り組

自己評価表 に自分の意見を記入す る。

鵡

轟

,

議

※自己評価表の配布
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前時 の内容 にっ いて 自己評価表か ら,個 人で考 えた ことを発 再現 す るの に必 要 な

意見 を発表 させ る。 表 す る。 立 方体の個数 につ いて

(1)〈自己評価 表〉 の (1)気 が っ いた こ と,発 見 した こ と,分 考 え させ る。

発表 か っ た こと

(2)疑 問 を もっ た こ と,も っ と知 りた い 班 ごとに考え た こ と

こ と,調 べ て み た い こと に もふ れ る。

②〈記録用紙〉の記 記 録 用 紙 か ら,3×3に つ いて の記 録 の どの方法が よ り的 確

録 の仕方 にっ いて発 仕方 について発表す る。 に表せ るか にっ いて考

表 ・見取 り図的 な方法 え させ る。

・断層的な方法 など 特 に,断 層 的な方 法

を深 め る。

他の班 と互 いに意 見交換 す る。 1と お りで はな い こ

と(他 の班 とは違 うこ

とを)を 確 認 す る。

3×3の 最 少個 数 に 3×3で は9個 が最 少にな るか どうか考 なぜ9個 が最 少 なの

っ い て発 表 させ る。 え る 。 か も考 え させ る。

個人や班で考 えた ことを発表す る。

n×n個 の場 合 と し 4×4、5×5の 場 合 を推 測 し,記 録 す ※ ワ ー ク シー トを 配 布

て一般化 した場合 を る 。

推 測 させ る。

より能率的な記録方 1面 だ け の記 録 で,3×3の3段 を 表 す

法 を考 え させ る。 方法 を考 える。

個 に応 じた評 価 の観点

ア.投 影 図か ら,立 方体 を組み合 わせてで きた立体を表現(再 現)す ることがで きたか。

イ.図 を描 くこと,模 型 を組 み合 わせ るなどの操作的 な活動を通 して,空 間図形 の概念 や性

質 の理 解が深 ま ったか。

ウ.各 自の能力 に応 じて,課 題 を発展的 にと らえ,取 り組 む ことがで きたか。

エ.投 影図 ・見取 図に関心 を持 ち,図 を描 くこと,模 型を組 み合わせ るこ とによ って,そ の

理 解を深 める とともに,立 体 の性質 にっ いて考察を しよ うとして いたか。
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4授 業 のま とめ

今 回の授 業で は対象学年 を1年 生 とし,課 題学習的 な発想 を取 り入 れた授業 を実施す る こ

とに した。実際 に立方体 を使 い,試 行錯誤 しなが ら自分 な りの仮説 を立 て,こ れを検証 し規

則 性 に気づ き,さ らに ノー トに記録 す る段階 で平面 に表す方法 を見っ け,立 方体 を使わ な い

で論証す ることへ発展す ることであ る。 もちろん教材 は,単 に目先 のお もしろさをね ら うだ

けの もので はな く,こ の ように考 えてい く過程 に楽 しさを感 じ,先 を知 りた いと思 える もの

で なければな らなか った。

さて,授 業の結果 を知 るひとっ の資料が次 の 自己評価表 の集計 であ る。(単 位 は%)

A:よ くで きた,B:で きた,C:す こ しで きなか った,D:で きなか った

A B C D

学 習に興 味を持 って取 り組む ことがで きたか 70 20 5 5

すすんで操作的 な活動 をす ることがで きたか 35 40 20 5

自分 な りの考 えや方法 を思 い浮かべ る ことがで きたか`
40 50 10 0

ど うなるか先 を想像す ることがで きたか 20 55 25 0

自分の考 えや意見 を発表 で きたか 20 40 30 10

友達 の考 えや意 見を聞 くことがで きたか 50 45 5 0

友達 と協力 して取 り組 む ことがで きたか 60 30 10 0

学習 内容 を理解 す ることがで きたか 40 50 10 0

ま た,自 己評 価 表 の記 述 表 記 の 部 分 を 見 る と 「何 回 もや って い けば,な ん とな く答 え が う

か び あ が って くる。」 「先 を 想 像 して,ど う な るか を 考 え な が ら取 り組 ん だ こ と が 楽 しか っ

た 。」 「自分 の 考 え だ け で な く他 の人 の意 見 を もと にや って み る と新 しい こ とが で きた 。」 「最

少 の立 方 体 の 個 数 は9個 だ10個 だ と言 い争 った と きが 楽 しか っ た。」 「頭 で考 え るだ けで な く,

自分 の 手 で で き る こ と が良 か った。」 の よ うな 内容 が多 か った 。

実 際,生 徒 の ほ とん ど は,立 方 体 の最 少 の 個 数 が4,9,16… と1辺 の立 方 体 の個 数 の2乗

(た だ し,こ の よ うな表 現 を した生 徒 は いな い,投 影 図 の授 業 の 続 き だ っ た せ い か,1つ の

面 の数 に な る と い う表 現 が多 か った。)に な る こ とに気 が っ き,そ れ を さ らに 大 き な 立 体 で

試 そ う と い う意 欲 は旺 盛 で あ った 。 ま た,平 面 に示 す 方 法 を見 い だす 生 徒 も多 く,さ ら に そ

の方 法 を 使 い,3×3の 立 体 の場 合 は最 少 は9個 で あ る とい う理 由 を説 明 す る生 徒 もで て き

た 。 こ こ ま で は生 徒 に は少 し難 しい だ ろ う と考 え て い た が,で きた こ とは 驚 きで あ っ た。

5今 後 の 課 題

生 徒 が授 業 の感 想 と して 「楽 しい」 と言 え る こ と は,重 要 な こ とで あ る。 しか し,そ れ が

そ の ま ま見 方 や 考 え方 を育 て る こ とに っ な が って い くと は限 らな い 。例 え ば,今 回 の授 業 で
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も楽 しさの ひとっ の要素 と して 「友達 と一緒 にで きた楽 しさ」や 「積 み木の よ うに遊べ た楽

しさ」 を感 じる こと以外 に,研 究主題で ある 「考えて い く過程 の楽 しさ」 を感 じさせ られ な

ければ,見 方や考え方を育て ることにはっ なが らない。今回のよ うな操作 的な活動を取 り入

れた授業 の よさ一す なわ ち 「操作的 な活動 によって体験 した学習 が頭 の中にイメー ジ化 され,

よ り抽象 的な思考 活動へ と発展 して い く。」 こと一が本当 に発揮 され るたあ に は,こ の点 に

っ いて十分留意 し,教 材や授業展 開を考 え ることが大切 であ る。加 えて,通 常 の授 業 との効

果的 なっなが りを はっき りさせてお く必要があ ると考 え る。

学習指導 要領の改訂の趣 旨をふ まえ,さ らに,生 徒が主体 的に考 え,意 欲 的に取 り組 め る

よ うな課題学 習,あ るいは課題学 習的な発想 を取 り入 れた授業 の研 究 に努 め,「 考 えて い く

過程 の楽 しさ」 を体 感で きる授業 を組 み立 ててい きたい。

6教 材の今 後の発展性

今回 の指導計 画で は,1年 次の空間図形 の教材 と して位置 づけ し,2時 間扱 い と したが,

今後次 のよ うな発展 が考 え られ る。

○ で きた立体 の体積 と表面積 の関係 を考 え させ る。体積 が小 さ くな ってい って も,表 面

積 は変 わ らない ことを把握 させ る。

○ 立方体 の模型 の積 み方,全 体 の形状 を変 えて,同 じ問題 に取 り組 ませ る。

04×4,5×5と い うよ うに増加 させ た時,最 少個数 になる配置 に規則性 があ るか ど

うか考 えさせ る。

○ 立方体 を積 み重 ねてで きた立体 を切断 の教材 と して扱 い,何 個の立方体が切断 され る

か とい うよ うな新 たな問題 に取 り組 ませ る。

02×2の 場合,最 少個数4個 にす る方法 は,対 称 ・回転 などによって同 じ立体 に な る

ものを同一視 して考 え る時,1と お りしか ない ことは容易 にわか る。 これが3×3以 上

の場 合だ と何 とお りあるのか,ま たど うして そ うなるのか考 え させ る。か な り高度 にな

るが ど うや って それを数え るのか の方法を見 いだ させ るの も,発 展 性の ある課題 に な る

であ ろ う。

また,教 具 と して の立方体の模型の扱 いであ るが,2・3年 生 にお ける課題学習 に も十分

使 うことがで きる。 たとえば,5個 の立方体をっ なげてで きる立体 は何通 りで きるか とい う

課題 で も,平 面 よ り思考力を要 す る課題 にな り,実 際に立 方体 の模型 があ ると操 作的 な活動

を生徒 が行 うことが可 能であ る。
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皿 授業におけるコンピュータ利用の工夫

1主 題設 定の理 由

中学校 にお ける数学の学習 目標 にお いて,数 学 的な見方や考 え方を養 うことが あげ られて

い る。数学 的 な見方や考 え方 は,問 題 の解決 にあた っての手だて,着 眼点が大切 な要素 で あ

り,既 習 の知識 や技 能を引 き出す背景 となる ものであ る。

既習 の知識 や技能 を発揮 して問題 の解決 にあた るに は,問 題 の意 味を理解 し,見 通 しを立

てて い く必要 があ る。そ して,具 体 的な ものか ら抽 象化,記 号 化(数 量 化,図 形 化),一 般

化を図 り,そ れを既習 の知識 や技能 に積 み重 ねてい くことは大切 な ものの一 っで ある。

数学 的 な見方 や考 え方 は,生 徒 の個性 によ って も,そ の知識 ・技能 や経験 によ って もさま

ざまであ る。 この多様性 を大切 に し生徒一人一人 の能力 を伸 ばす こ とが必要 とされて いる。

授業 で は,生 徒 の興味 ・関心 を引 き出す たあに,ご く身近 な ものか らは じめ,操 作活動等 を

通 して,自 分 の発想 を試 し,判 断 し,ま とめ,そ の考 えを筋道を立 てて表現す る力を育 て る

ことが重 要で ある と考 える。

そ こで,そ のための有効 な手段 の一つ として,コ ンピュータを利用す る ことに した。 コ ン

ピュー タに は,図 形 を動 的に表示 した り,問 題解決 に向けての思考を援助 した り,多 数 回 の

実験 を行 うなどの働 きがあ る。っ ま り,生 徒 の思考 を助 け,主 体的 な学習態度 を育 て,多 種

多様 な生 徒 の個性 を生か す ことがで きる と考 えた。 そ こで,個 性を生かす指導法 の工 夫 を進

め る上 で,授 業 にお ける場面 に応 じたコ ンピュータの利用を考 え,本 主題を設定 した。

2研 究の ね らい

d)ね らい

教育機器 と しての コ ンピュータとい う位置づ けを明確 に持 った うえで,コ ンピュー タを

効果 的に活 用で きる場面を模索す るとと もに,他 の機 器 また は方法 と組 み合 わせ ること に

よ って起 こる次の教 育効果を期待 した。

① 自分の ペースで知識を整理 し,理 解 を深め る

② 生徒一人一人 の個性を大切 に し,数 学的な見方や考 え方の伸長 を図 る。

③ 生 徒 自 らが学 ぼ うとす る学習意 欲を高め る。

④ 自己表現 力を育成す る。

② 経過

① 研究主題 の設定

② 授業 の中で,コ ンピュータの利 用が効果 的であ ると考 え られ る場面 につ いて の検討

③ 既成 の ソフ トにっ いての調査,検 討

④ 指導案 の作成 と指導方法の検討
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⑤

⑥

⑦

授業 実践

事 後調査 と授業 の分析

研究の ま とめ と今後 の課題 にっ いて の検討

3研 究 の 内 容

(1)内 容

コ ン ピ ュー タ教 室 で は,複 数 の コ ンピ ュー タを ネ ッ トワー ク とい う形 で結 ん で い る こ と

が 多 い。 一 方,ソ フ トウ ェ ア にお いて は,多 種 多 様 に あ り,目 的 に応 じて選 ぶ こ とが 不 可

欠 で あ る。 した が って,授 業 内 で教 育 機 器 で あ る コ ン ピ ュー タを利 用 す るに 当 た って は,

目的 に あ った場 面 と,そ の 利 用形 態 を十 分 に考 慮 す る必要 が あ る と考 え た 。

そ こで,本 研 究 で は コ ン ピュ ー タを 利 用 す る場 面 を

① イ メ ー ジを と らえ る

③ 自分 の 考 え を発 表 す る

の4点 に限 定 す る こ とに した。

そ して,コ ン ピ ュー タの利 用 形 態 は

aシ ミュ レー シ ョ ン ソ フ トを見 る

cネ ッ トワ ー ク シス テ ム の活 用

② 自分 の発想 を試 す

④ まとめ

bコ ン ピュ ー タを 操 作 す る

と し た 。

これ によって,生 徒 の課題解決 までの過程を援助 しっっ,生 徒一人一人の発想 の実 現 を

試 み ることに した。

また,単 元 として は,関 数,平 面図形,空 間図形等 に コンピュー タの利用 が効果 的 だ と

考え たが,そ の中で第1学 年 で学習 す る図形 の移動 に焦点 をあて,第2学 年 の内容で あ る

合同へ の橋渡 しを考 えた。

(2)指 導計画

① 導入

導入 と して,生 徒 にとって身近 なパ ズルを選 んだ。 この題材 は,生 徒 の興 味 ・関心 を

引 き出 し,さ らに直観的 な見方や考 え方を伸ばすため に適切 であ ると考 え た。

課 題

ワ ー ク シー ト①

「パ ズ ルを 完 成 させ よ う!」

3っ の 部 品 を そ れ ぞ れ1回 ず っ

移 動 させ る こ とに よ って,パ ズ ル

を 完 成 させ な さい 。

な お,「 どの よ うに移 動 したか 」

が わ か る よ うに図 や言 葉 で表 しな

さ い。
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② 指導の流れ

(移 動,
も

…課 題

ワ ー ク シ ー ト② 平 行移 動 ③ 回 転移 動 ④ 対 称 移 動

移 動 の様 子 を作 図 せ よ。 説 明 も書 く こと。

を 考 え さ せ る 。

移 動 の イ メ ー ジ を 、1コ ン ピ ュ ー タ 操 作1
コ ン ピュ ー タ を用

い て っ か ま せ る。No

夢

イ メ ー ジ が っ か め た か

Yes

'

匿 動の作 図i
↓

1コ ン ピ ュ ー タ 、 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム を 用 い た 生 徒 の 発 表!

壷

1ワ ー ク シ ー トの ま と め 検 討 、 定 着1

↓1
シ ミ ュ レ ー シ ョ ンソ フ トを 用 い た 移 動 の ま と め1

↓

(移 動 の組 み 合 わ せ)
壷

… … ・課 題

と 図 形Q、

ワー ク シ ー ト⑤ 移 動 の 組 み 合 わ せ

図 形Pと 重 ね 合 わ せ る こ と が で き る の は 図 形Q、Rの ど ち らか 。 図 形P

Rを 重 ね 合 わ せ る た め に は ど う し た ら よ い か 、 作 図 し な さ い 。

を考 え さ せ る 。

「

が
コ ン ピ ュ ー タ 上 で 類

題 を 提 示 。 イ メ ー ジ

を つ か ま せ る 。

iコ ン ピュ ー タ 操 作i

No

イ メ ー ジ が つ か め た か

Yes

、ρ

i移 動 の 作 図1

↓

1コ ン ピュ ー タ 、 ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム を 用 い た 生 徒 の 発 表1

↓

1ワ ー ク シ ー ト⑤ の ま と め1

↓

レ ミュ レ ー シ ョ ン ソ フ トを 用 い て 移 動 の 合 成 を ま と め る1
↓

i合同 へ の 発 展1
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(3)授 業実践

① 主題 「平面 図形」

② 指導 目標

平面 図形 についての操作 や実験 な どを通 して,図 形 に対す る直観的 な見方 や考 え方 を

深 ある とともに,論 理 的に考察す る基礎 を培 う。

③ 指導 内容

与 え られた条件 を満たす図形 を見通 しを もって作 図す る能力 を伸 ばす とともに,平 面

図形 につ いての理解 を深 め る。

ア 角 の二等分線,線 分 の垂直二等分線,垂 線 などの基本的 な作図

イ 平行移動,回 転移動及 び対称移動

ウ 図形 を条件 を満 たす点 の集合 とみ ること及 び条件 を満 たす図形 を作 図す ること

④ 本時 の学 習指導

ア 目標

・平行移動,回 転移動及 び対称移動 を用 いて,一 方 の図形 を他方 の図形 に重 ね合

わせ ることがで きる。

・図形 の移動 の過程 を考察 し,そ の結果 を作図す ることがで きる。

・図形 の合 同を直観 的に とらえ,そ の図形 を移動す るこ とによ り確 かめ るこ とが

で きる。

イ 使用す るソフ トウェア(※ 教材 の一つ として使用)

A数 学 シ ミュレー シ ョン 図形編1年(東 京書籍)

B数 学 シ ミュレー シ ョン 図形編2年(東 京書籍)

Cロ ゴライ ター2(ロ ゴ ジャパ ン)

DDoMath(ロ ゴ ジャパ ン)

ウ 本時 の流 れ(2時 間扱 い)

指 導 内 容 学 習 活 動
コ ン ピ ュ ー タ

利用する場面指導上
の留意点ソ フ ト 利用形態

1前 時 までの復習

平行移 動,回 転移 動

及 び対 称移動 の復 習

を させ る。

＼
START

l

A ・/
イ メ ー ジを と らえ さ

せ る場 面

・3種 類 の 移 動 とそ の

作 図 に つ いて 確 認 させ

る。

シ ミュ レー シ ョ ンソ フ トを

用 いて,移 動 の 様 子 や,作

図 を 復 習 す る。
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2移 動 の

組 み合わ

せ

課 題

ワー ク シー ト⑤

図形Pと,ぴ った り重 ね

合 わ せ る こ とが で き る図 形

は ど れ か 。図 形Pを 移 動 さ

せ る こ とに よ って調 べ な さ

い 。 ま た,調 べ た移 動 の 様

子 を作 図 しよ う。 マ

ぺ

「移 動を組み合 わせ

て2っ の図形 を重 ね

るこ と」 にっ いて考

え させ る。

(1)作 図 させ る。

移 動
Yes の イ メ ー ジが

っ か め た か

No

作図 を

す る

コ ンピ ュ ー

タを操 作 す

る こ と に よ

り移動 の イ

メ ー ジを っ

か む

② 生徒 に発表 させ る。

3っ の移動 の組み合 わせ

が何通 り もある ことに気

付 かせ る。

何人 か の生徒

が発表す る

C

&

D

b

C

イ メ ー ジを と らえ さ

せ る場 面 及 び

自分 の 発想 を 試 させ

る場 面

・イ メ ー ジが っ か め な

い生 徒 は,コ ン ピ ュ ー

タを操 作 し,イ メ ー ジ

を っ か む 。

・コ ン ピュ ー タが 与 え

た移 動 の課 題 を考 え さ

せ る こ と に よ り,2つ

の 合 同 な図 形 を重 ね 合

わ せ る移 動 の仕 方 を 発

見 させ る。

自分 の考 えを発表 さ

せ る場面

・いろいろな生 徒 の作

図を発表 させ る。
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3ま と め

ソ フ トBに よ り図形 の 移 動

を ま とめ る 。

1

B a イ メー ジを と らえ さ

せ る場 面

・シ ミュ レー シ ョ ン ソ

フ トに よ り図 形 の移 動

を ま とめ る。

図形 の移動

の まとめ

4発 展

「平面上 の2つ の図形 につ

いて,一 方 を移動す ることに

よって他方 に重 ね合 わせ る こ
o

とが で き る と き,こ の2っ の

図 形 は合 同 で あ る 。」 と い う

こ とを理 解 させ る。

・小学校 で は,す べ て

の角,辺 の大 きさの等

しい図形 を合同 と呼 ん

だが,移 動 して重 な り

合 う図形 も合同 で あ る

ことを理解 させ る。

合 同への発展

END

4ま とめ

(1)生 徒 の感 想

・コ ン ピ ュー タを使 って移 動 を や って み る と,移 動 の や り方 が よ くわ か った 。

・動 く と こ ろが わ か りや す か った 。

・わ か らな か った 所 を 個 人 的 に繰 り返 して 見 る こ とが で き る。

・自分 の手 で 作 り出 せ る所 が 教 室 の 授 業 よ り面 白 い。 図形 を作 る と き便 利 。

・黒 板 だ と指 名 され た人 しか で き な い け ど コ ン ピュ ー タを 使 うと ,全 員 が 図 形 の勉 強 に 参

加 で きて,実 感 が わ くと思 う。

・作 図 の 仕 方 の ヒ ン トが わか った。 た くさん の や り方 が あ って,内 容 豊 富 だ と思 う。 操 作

が簡 単 で や りや す か った。

・移 動 の 作 図 を す る と き大 き な ヒ ン トと な っ た。 答 と い うよ り ヒ ン トを見 る ことに よ って,

自分 の 考 え る ことが で き て よか った。

・先 生 の 画 面 を み ん な に見 せ た り友 達 の 画 面 を み ん な に見 せ た りす るか ら参 考 に な っ た。

・とて もわ か りや す か った し,楽 しみ なが らで きた の で す ぐに頭 に入 った。 い ろ い ろ挑 戦

で きた 。

・説 明 が な いか らわ か る まで に時 間 が か か る。

・使 い方 が 複 雑 だ った。

・作 図 の や り方 が わか らな い と きに見 た い部 分 の や り方 が省 略 さ れ て しま う こ とが あ る。

(2)生 徒 の 変 容

① 課 題 を 解 くの に,「 パ ズル の と きひ っ くり返 す と は ま る と い う の が,図 で 表 せ る か ど

うか わ か らなか った け ど,今 は作 図 が で き る よ う に な った。」 と い う よ う に,1っ の 方

法 だ けで 考 え る ので は な く,自 分 の い ろ い ろ な見 方 や 考 え 方 で 課 題 に ア プ ロー チ し,解
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決 してい く力 が身 にっ いて きた。

② 普段,一 斉授業 だ けで は,活 躍 で きる場面 が少 な く消極 的だ った生徒 が,自 ら学 ぼ う

とす る主体性 がでて きた。

③ 課題 のイ メー ジ化が スムー ズにで きるよ うにな り,問 題 の核心部 分を じっく りと考 え

られ るよ うにな って きた。

(3)考 察

個性 を生 かす指導 法の工 夫 と して,コ ンピュー タの利 用を試 み たが,生 徒 の感想 や活 動

の様子 か ら上記①～③ の よ うな生 徒の変容 の様子 を読 み とることがで きる。 これ は,コ ン

ピュー タを用 いた ことによって生 徒の既 習の知識 や技 能を引 き出 し,生 徒 の思考 の発展 を

援助す ることがで きた と考 え られ る。 この ことは,テ レビや フ ァミコ ンゲームな どに代 表

され るよ うに,現 代 の子 ど もたちの特徴で ある 「視覚 を通 して情報 を得 る ことに長 けて い

る」 とい うこと も少 なか らず影響 して いると考 え られ る。

しか し,コ ンピュータ万能主 義的 な考え方 は問題 があ り,あ くまで も教育機器 の ひ とっ

と して考 え,目 的を はっ きりさせ 日常的 に使用 して い く方法や効果的 な場面 を模索 して い

く必要 があ る。 また,同 時 に生徒が コ ンピュータ操作のみ に熱中 し思考活動 を忘 れ な い配

慮 も必要 であ る。

5今 後の課題

中学校1年 での図形学習 は,小 学校か らの図形の知識,技 能,見 方,考 え方 を発展 させ,

よ り抽象化,一 般化 とさ らに見方 や考 え方を深 めて い くものである と同時 に,中 学 校3年 間

の図形学習 の始 めとなる ものである。抽象化 とい う点 では,点 の集合 とい う考 え方を用 いて

図形 の基本 的な性 質を直観的 に明 らか に して いる。 しか し,生 徒 の個性 に応 じた指導 を考 え

ると き,生 徒 自身の中 に持 って いる生活経験 の中 に息づ く生徒 の自由な発想 を生 か して 問題

解決 に取 り組 み,よ り深 い理解 とよ り数学的 に厳密 な ものへ との発展 を図 りたい と考 え る。

そ こで,今 後 の課題 と して次 の点が あげ られ る。

① コン ピュータを効果的 に活用で きる場面を さ らに検討 し,具 体的 な事例 をで きる限 り

多 く研 究 して い く。

② コンピュータを利用 した授業で の評価 の工夫 をさ らに研究 してい く。

③ 生 徒一 人一 人の学習意欲 が向上 し,個 性 を生かせ るソフ ト開発 を してい きたい。

④ 教 師一 人で は十分 に対応 しきれない部分 もあるので,今 後 テ ィーム テ ィーチ ングな ど

で対 応 して いきたい。

⑤ 生 徒一人一人 の個性 を生 かせ る コンピュー タの利用方法 を今後 も模索 して いきたい。
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